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知っておかないと損！ 

歯科診療におけるCT活用法 
― インプラントからエンドまで， 

大学発ベンチャーの補綴出身者が診ようとしているもの ― 
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 江草 宏 ・ 新部 邦透 （分子・再生歯科補綴学分野） 

                     

 大学を卒業して約20年弱。主に補綴科に在籍してきましたが卒業5～6年目に魅せら
れたのがCT。卒後15年目、「国民に信頼されるインプラント治療をCTデータから目指
したい。」そんな気持ちで小泉内閣の国策に乗る形で大学発ベンチャーのiCATを起業。
今では結構CTに詳しくなってきました。放射線の専門家ではありませんが「インプラン
ト治療」や「一般歯科診療」において、CTから何が診えてくるのかを限られた時間の中
で濃厚にお話したいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

答えは講演の中で・・・ 

Q：主訴は右上6番の違和感。骨吸収は7番。
「6番は問題なし」と考えてもよいでしょうか？ 

Q：少し黒い顎骨。このパノラマから何か
注意すべきことが見えてくるでしょうか？ 

そ    ごう 


